
外皮・躯体と設備・機器の総合エネルギーシミュレーションツール「BEST」の開発（その 122） 

改正省エネ基準対応ツールにおける建築の試算例 

Development of an Integrated Energy Simulation Tool for Buildings and MEP Systems, the BEST (Part 122) 

Building Inputs and Calculation in BEST for the revised energy-conservation standards 

正 会 員  ○飯田 玲香（日建設計）        特別会員  村上 周三（建築環境・省エネルギー機構） 

技術ﾌｪﾛｰ  石野 久彌（首都大学東京名誉教授） 技術ﾌｪﾛｰ  野原 文男（日建設計） 

技術ﾌｪﾛｰ  長谷川 巌（日建設計）  正 会 員  二宮 博史（日建設計） 

Reika IIDA*
1
  Shuzo MURAKAMI*

2
  Hisaya ISHINO*

3
  

Fumio NOHARA*
1
  Iwao HASEGAWA*

1
  Hiroshi NINOMIYA *

1
 

*
1
 Nikken Sekkei Ltd   

*
2 
Institute for Building Environment and Energy Conservation *

3
 Tokyo Metropolitan University 

 

First of all, this paper shows detailed input method of building data in the BEST for the revised energy conservation 

standards. Next shows simplified input method and results of comparison of these two input methods. There is significant 

difference in time and effort between the two. However, It is cleared that there is not so significant difference in the results of 

the two. 

 

                          

1. はじめに 

本報では、20,000 m
2
の事務所ビルを対象として改正

省エネ基準対応ツールの特徴である建築の入力事例を紹

介する。また、簡易化入力による計算方法及び省エネ評

価結果についても報告する。 

2. 建築概要 

対象建物は、地下 1 階、地上 14 階建ての東西面に

Low-E 複層ガラス窓を有するサイドコア型の建物であ

り、3から 12階までが基準階となっている(図 1)。 

空調熱源は電気とガスの併用であり、室内側はVAV ユ

ニットによる制御を行う。また、基準階事務室は照度セ

ンサーによる昼光利用制御を行っている。その他の建物

概要を表 1に示す。 

3. 建築入力の特徴及び入力例 

本ツールの建築入力画面は、①建築形状や方位・隣棟

等の主に建物を外から見た形状の入力と、②各階の室形

状や用途、外壁仕様等の入力の 2 段階に分かれている。

簡易な入力から詳細入力まで対応が可能であり、設計ツ

ールの要素も含まれている。 

3.1 建物形状の入力 

建物形状は、各階の平面形状を図 2に示すマス目を利

用して入力する。マス目の寸法は、壁芯(柱芯)間のスパ

ンを入力する。これらは最下階のみ入力が可能であり、

その他の階ではこの基準寸法に従って入力する。また、

対象建物は同程度の大きさの建物に挟まれており(図 1)、

建物方位及び隣棟についても、同様に入力する(図 3)。尚、

これらの方位や隣棟高さについては、室入力の外壁、窓

 

図1 建物外観 

表1 建築・設備概要 

敷地概要 建築場所 東京都千代田区 

建物用途 事務所 

延床面積 20,580.88 ㎡ 

階数 地下1 階、地上14 階 

建物概要 

建物高さ +59,600ｍ 

電気設備 受変電設備 3 相 500ｋVA×3 

1 相 500ｋVA×2 

熱源設備 電気+ガス熱源方式 

空調設備 インテリア：各階空調機+VAV ユニット 

換気設備 第1 種換気：EV機械室 

第3 種換気：便所、給湯室 

空調設備 

監視・制御 中央監視設備 

給水設備 上水・雑用水2 系統給水、 

圧力給水方式 

給湯設備 貯湯式電気湯沸器による局所給湯 

衛生設備 

雨水利用 重力沈降式 

昇降機 エレベータ 定員：24 名、積載容量：1,600kg、 

速度：150m/s、台数：4 台 

駐車設備 機械式 駐車方式：2 段式パレット、42 台 
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に自動的に設定される。 

平面形状を入力するマス目の数は 9×9 に限定されて

おり、細かな凹凸がある場合も簡略化して入力する。平

面及び断面形状は画面上にて確認可能である(図 4)。 

3.2 室及び外壁仕様等の入力 

1） 室入力  

建物形状にて入力した平面に室を配置する。基準階平

面図及び入力結果を図 5,6 に示す。入力は、画面上をク

リック&ドラッグにて行う。室の形状は基準寸法線で区

切られたエリアにのみ入力が可能であるが、さらに細か

く区切る場合は補助線を追加する。空調ゾーニングを行

うため、事務室を 8分割した。室用途は、内部発熱や空

調スケジュール等が予め設定されているため(図 7)、使用

状況に合わせて選択する。対象建物のEV ホールは、使

用状況としては廊下と同様のため、廊下として入力を行

った。外壁や隣室条件が必要な空調室以外のEPSやPS、

トイレ等の非空調室については、面積と室用途を別画面

にてリスト入力する。 

2） 部材入力 

外壁、庇、窓についても、室入力と同様にクリック&

寸法

平面形状

 
図2 建築形状の入力画面 

 

図3 建築方位及び隣棟の入力画面 

 

     (平面図)          (立面図) 

図4 建築形状の確認画面 

 

図5 平面図 

 

図6 基準階平面図（室用途・部材） 

 

図7 事務室用途の人体・照明発熱及びスケジュール 

 

図8 外壁部材の入力 

 

  

図9 窓の入力 
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ドラックにて配置する(図 5)。部材の入力状況や窓面積率

等については、GUIにて確認することが可能である。建

築の外壁・内壁・屋根部材は、HASPEE の材料データ

から部材を構成する(図 8)。同じ材料がない場合は、同等

の熱性能となるように調整して入力を行う。画面から熱

貫流率の確認が可能である。窓についても様々な部材デ

ータより選択が可能である。また、照明の昼光利用制御

を行う場合は窓寸法を入力する(図 9)。 

4. 簡易入力と計算誤差 

GUI により視覚的に入力状況を確認することができ、

寸法線に従って入力することで床面積や外壁方位等は自

動算出される。そのため入力の手間やミスは減ると考え

られる。しかし、寸法線の位置の設定によって面積が変

動するため、結果に影響を与える可能性がある。 

本ツールの建築入力は、簡易入力を意図して開発されて

いるが、図面を詳細に再現するために補助線を多用する

と平面図の GUI 入力が煩雑となり、入力に大きな手間

を要することとなる。 

そこで、入力の手間を極力減らした簡易入力と、図面

を正確に再現した詳細入力により計算を行い、それぞれ

比較を行った。また、計算結果の違いを把握するととも

に、誤差を小さくするための方法についての検討を行う。 

4.1. 入力条件 

簡易入力及び詳細入力の基準寸法のとり方を図 11 に

詳細入力

簡易入力

 

図11 簡易入力の面積の基準寸法のとり方 

1F    

2F  

  

3- 

12F  
  

13F    

14F    

 (平面図) (詳細) (簡易) 

図10 建築の簡易入力と詳細入力結果 
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示す。詳細入力は、外壁形状を正確に再現するため壁芯

を基準に入力した。図面の寸法線は柱芯のため、壁芯寸

法は測り直す必要があった。簡易入力は、構造スパンで

ある図面に記載された柱芯を基準とした。また、極力手

間を減らすため、面積に誤差が生じる場合も補助線は追

加せず室を入力した。外壁及び窓仕様については同様と

し、内壁は省略した。尚、非空調室及び設備システムの

入力は、同一とした。 

4.2. 入力及び計算結果 

結果を図 12 に示す。簡易入力の結果は、1027MJ/m2

年、詳細入力は 1093MJ/m2
年となっており、簡易入力

の方が 66MJ/m2
年(全体の 6%程度)小さい値となった。

これは、簡易入力の合計床面積の方が、800㎡(全体の約

4%)程度小さいことが要因として考えられる。図 13に詳

細入力に対する簡易入力の面積の誤差の割合を示す。室

単位では、面積や形状が図面と大きく異なる室も存在す

るが、建物全体でみると基準階による誤差が殆どである。

建物全体に対する各室の割合を図 14 に示す。基準階の

事務室(東ペリ、インテリア、西ペリ)が占める割合が建

物全体の 6 割程度となっている。また、図 15 に室用途

毎の内部負荷の推定値を示す。事務所の室用途の照明・

コンセント及び人体(58W/人と仮定)の負荷を年間合計

した。中央監視室は、室用途として最もエネルギーを消

費する室用途と考えられるが、面積が小さいため全体面

積の過半を占める事務室用途の入力誤差の影響が大きい

ことが分かる。これらの結果より、最も誤差の大きい基

準階の床面積については、床面積を修正することで、誤

差を提言することが可能であると推測できる。基準階の

面積を修正した結果を図 15 に示す。年間の一次エネル

ギー消費量は、1071MJ/m2年となり、誤差は 22 MJ/m2

年(全体の 2%程度)となった。 

4.3. 省エネ評価 

簡易入力及び詳細入力の省エネ評価の結果を表 2に

示す。基準値に対する設計の割合を省エネ効果とすると、

誤差は小さく、1%詳細入力の方が大きい結果となった。

本ツールの基準値計算は、設計をもとに算出している。

外壁・窓の仕様や窓面積、空調機のCOP等が設定され

ており、これらの条件を設計建物に与えて計算を行って

いる。そのため、省エネ効果については、詳細計算・簡

易計算ともに同等の評価が得られる。 

5. おわりに 

実際の建物を例に建築事例の紹介を行った。簡易な入

力では、入力の手間を削減できるが、やや誤差が生じる

可能性があった。但し、一次エネルギー消費量の省エネ

評価に関しては、本ツールは基準計算も同時に行ってい

るため、詳細な入力と同等の結果が得られた。 
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図12 建物全体の一次エネルギー消費量[MJ/㎡年] 
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図13 簡易入力と詳細入力の面積誤差[%] 
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図14 全体面積に対する 

各室面積の割合 
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図15 室用途毎の 

内部負荷推定値 
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(簡易修正)  (詳細) 

図16 建物全体の一次エネルギー消費量[MJ/㎡年] 

表2 簡易入力及び詳細入力の省エネ表結果［MJ/㎡年］ 

入力 設計 基準 
省エネ効果 
（設計/基準） 

詳細入力 1093 1468 0.74 

簡易入力 1027 1399 0.73 
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